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高
知
県
安
芸
市
は
県
内
で
最
も
厳
し
い
行
財
政
改
革
を
行
い
、
財
政
危
機
の
回
避
に
め
ど
が
立
ち
つ
つ
あ
る
。
ま

た
、
上
水
道
事
業
に
原
価
管
理
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
業
務
の
改
善
を
推
進
し
て
い
る
。
さ
ら
に
技
術
提
案
型
の
総

合
評
価
落
札
で
、
小
松
電
機
産
業
株
式
会
社
の
「
や
く
も
水
神
」
の
採
用
を
決
定
し
、
施
設
の
遠
隔
監
視
に
よ
る
業

務
の
効
率
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
、
本
紙
で
は
松
本
憲
治
・
安
芸
市
長
、
那
須
清
吾
・
高
知
工
科
大
学

教
授
、
小
松
昭
夫
・
小
松
電
機
産
業
株
式
会
社
代
表
取
締
役
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
現
状

と
方
向
性
な
ど
を
中
心
に
語
り
合
っ
て
い
た
だ
い
た
。

―
本
日
は
ご
多
忙
の
と
こ

ろ
、
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
は
「
安
芸
市
の
ま
ち

づ
く
り
と
上
下
水
道
の
業
務

改
善
・
施
設
管
理
の
効
率
化

に
よ
る
貢
献
」
と
題
し
、
上

下
水
道
の
業
務
改
善
や
施
設

管
理
の
効
率
化
の
取
り
組

み
、
果
た
す
べ
き
役
割
な
ど

を
語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
各
氏
か
ら
現
状
な

ど
を
紹
介
し
て
下
さ
い
。

松
本

那
須
教
授
と
小
松

社
長
に
は
ご
多
忙
の
と
こ

ろ
、
本
市
ま
で
お
越
し
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

本
市
は
高
知
県
東
部
に
位

置
し
、
現
在
は
田
園
文
化
都

市
づ
く
り
な
ど
を
基
本
理
念

に
、「
安
心
と
や
さ
し
さ
あ

ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち
」
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
財

政
再
建
団
体
を
回
避
す
る
た

め
、
７
年
か
け
て
県
内
で
最

も
厳
し
い
行
財
政
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
�
年
度
に
「
安
芸
市

緊
急
財
政
健
全
化
計
画
」
を

策
定
し
、
職
員
数
の
削
減
や

人
件
費
の
見
直
し
、
徴
収
体

制
の
強
化
な
ど
の
施
策
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
４
年
間
で
約
�
億
円
の

経
費
や
�
億
円
の
起
債
を
削

減
す
る
な
ど
、
財
政
危
機
か

ら
脱
出
で
き
ま
し
た
。

那
須

私
が
所
属
す
る
高

知
工
科
大
学
は
高
知
県
香
美

市
に
あ
り
、
工
学
部
と
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
学
部
が
あ
り
ま

す
。
平
成
９
年
４
月
に
公
設

民
営
方
式
（
高
知
県
設
置
、

学
校
法
人
運
営
）
で
開
学
し

ま
し
た
が
、
今
年
４
月
か
ら

公
立
大
学
法
人
と
な
り
ま
し

た
。私

は
教
授
（
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
学
部
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

・
工
学
部
社
会
シ
ス
テ
ム
工

学
科
・
大
学
院
工
学
研
究
科

基
盤
工
学
専
攻
社
会
シ
ス
テ

ム
工
学
コ
ー
ス
）
と
、
所
長

（
社
会
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究

所
）
を
兼
務
し
て
お
り
、
専

門
分
野
は
行
政
経
営
と
社
会

シ
ス
テ
ム
経
営
で
す
。

小
松

当
社
は
昭
和
�
年

２
月
に
創
立
し
ま
し
た
。
本

社
は
島
根
県
松
江
市
に
あ

り
、
現
在
は
シ
ー
ト
シ
ャ
ッ

タ
ー
「
門
番
」、
上
下
水
道

計
測
・
制
御
・
監
視
シ
ス
テ

ム
「
や
く
も
水
神
」
を
中
心

に
全
国
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
６
年
４
月
に

財
団
法
人
人
間
・
自
然
・
科

学
研
究
所
を
設
立
し
、「
平

和
・
環
境
・
健
康
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

今
後
も
社
是
「
社
業
を
通

じ
て
社
会
に
喜
び
の
輪
を
広

げ
よ
う
」、
経
営
理
念
「
お

も
し
ろ
、
お
か
し
く
、
楽
し

く
、ゆ
か
い
に
」に
基
づ
き
、

�
世
紀
型
産
業
の
創
造
な
ど

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

松
本

本
市
で
は
多
額
の

起
債
に
依
存
し
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
�
年
度
決

算
の
実
質
公
債
費
比
率
は
�

・
１
％
で
す
が
、
平
成
�
年

度
決
算
で
は
国
の
早
期
健
全

化
ラ
イ
ン
（
実
質
公
債
費
比

率
�
％
）
を
下
回
る
見
込
み

で
す
。

那
須
教
授
に
は
平
成
	
年

度
、
安
芸
市
総
合
計
画
審
議

会
の
会
長
を
務
め
て
い
た
だ

き
、
本
市
の
財
政
危
機
の
打

開
策
や
行
財
政
改
革
の
枠
組

み
な
ど
に
つ
い
て
、
ご
提
言

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

那
須

安
芸
市
総
合
計
画

審
議
会
を
通
じ
て
、
特
に
若

手
職
員
の
や
る
気
を
感
じ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
全
部
門
で

目
標
値
を
設
定
す
る
と
と
も

に
、
業
務
委
託
化
な
ど
も
推

進
さ
れ
ま
し
た
よ
ね
。

松
本

そ
う
で
す
ね
。
財

政
再
建
に
は
、
職
員
一
丸
で

絶
対
に
や
り
遂
げ
る
と
い
う

強
い
意
志
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
各
部
門
で
目
標
値
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
お

り
、
上
下
水
道
課
は
平
成
	

年
度
か
ら
、那
須
教
授
と「
行

政
経
営
に
お
け
る
原
価
管
理

シ
ス
テ
ム
」
の
共
同
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

小
松

か
つ
て
、
松
下
幸

之
助
氏
（
松
下
電
器
産
業



（
現
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク


）創

業
者
）
が
、「
好
況
時
に
不

況
に
備
え
、
蓄
え
を
す
る
」

と
い
う
ダ
ム
式
経
営
に
つ
い

て
講
演
し
ま
し
た
。「
ど
う

す
れ
ば
で
き
る
の
か
」
と
の

質
問
に
、「
そ
う
し
よ
う
と

思
う
こ
と
」
と
回
答
し
、
皆

は
ど
っ
と
笑
っ
た
そ
う
で

す
。
こ
の
回
答
に
１
人
感
銘

を
受
け
た
の
が
稲
盛
和
夫
氏

（
京
セ
ラ


創
業
者
）
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

那
須

原
価
管
理
は
業
務

ご
と
に
要
す
る
費
用
を
原
価

計
算
し
、
そ
の
適
正
を
診
断

す
る
こ
と
で
、
業
務
改
善
や

行
政
の
効
率
化
な
ど
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

具
体
的
に
は
安
芸
市
上
下

水
道
課
の
上
水
道
事
業
を
対

象
に
、
業
務
を
７
活
動
（
一

般
管
理
、
企
画
・
計
画
、
工

事
・
管
理
、
会
計
管
理
、
資

産
管
理
、
料
金
管
理
、
施
設

管
理
）
に
分
類
し
、
レ
ベ
ル

を
踏
ま
え
、
要
し
た
労
働
時

間
や
労
務
費
・
経
費
・
材
料

費
か
ら
原
価
計
算
し
て
い
ま

す
。松

本

上
下
水
道
課
で
は

原
価
計
算
を
行
い
、
必
要
職

員
数
の
明
確
化
な
ど
数
値
化

す
る
こ
と
で
、
効
率
的
な
事

業
運
営
を
図
っ
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
は
全
部

局
の
業
務
で
適
用
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。那

須

原
価
管
理
は
民
間

感
覚
で
す
の
で
、
自
治
体
の

業
務
に
当
て
は
め
る
と
、
理

解
し
づ
ら
い
面
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
よ
う
な
発
想
が
今

後
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

松
本

本
市
の
上
下
水
道

施
設
の
う
ち
、
遠
隔
監
視
設

備
が
更
新
時
期
を
迎
え
て
い

ま
し
た
。
対
象
は
市
内
の
水

源
地
・
配
水
池
�
カ
所
で
、

で
き
る
限
り
設
備
の
簡
素
化

や
コ
ス
ト
削
減
な
ど
を
図
る

た
め
、
技
術
提
案
型
の
総
合

評
価
落
札
方
式
を
行
い
ま
し

た
。そ

の
結
果
、
小
松
電
機
産

業


の
製
品
を
採
用
し
ま
し

た
が
、
お
陰
で
所
期
の
目
的

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

小
松

お
褒
め
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
回
採
用
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
「
や
く
も
水
神
」

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
、
パ
ソ
コ
ン
と
携
帯
電
話

で
、
ど
こ
か
ら
で
も
上
下
水

道
施
設
の
計
測
・
制
御
・
監

視
・
管
理
で
き
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。
政
府
が
「
ｅ
―
Ｊ
ａ

ｐ
ａ
ｎ
構
想
」
を
打
ち
出
し

た
平
成
�
年
９
月
か
ら
販
売

し
て
い
ま
す
。

特
長
は
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

２
拠
点
化
に
よ
る
信
頼
性
、

イ
ニ
シ
ア
ル
・
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
の
劇
的
な
節
減
、
コ

ン
パ
ク
ト
化
、
簡
単
操
作
な

ど
で
、
市
町
村
合
併
に
伴
う

施
設
管
理
の
広
域
化
を
念
頭

に
開
発
し
ま
し
た
。

は
じ
め
は
全
国
の
下
水
道

マ
ン
ホ
ー
ル
・
農
村
集
落
排

水
処
理
場
管
理
シ
ス
テ
ム
と

し
て
広
ま
り
ま
し
た
。
今
日

で
は
消
雪
装
置
、
水
門
、
農

業
用
水
、
そ
し
て
水
道
管
理

シ
ス
テ
ム
と
し
て
も
注
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
全
国
に
先
駆

け
、
安
芸
市
に
お
い
て
、
全

市
一
括
監
視
と
し
て
ご
採
用

い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
技

術
提
案
型
の
総
合
評
価
落
札

方
式
で
ご
採
用
い
た
だ
い
た

こ
と
は
、
研
究
開
発
型
の
当

社
に
と
っ
て
、
大
き
な
励
み

と
な
り
ま
し
た
。

松
本

市
議
会
で
過
去
の

施
設
整
備
に
つ
い
て
、
質
問

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

担
当
職
員
は
、
そ
の
時
点
に

お
け
る
最
善
策
を
選
択
し
、

事
業
を
推
進
し
て
い
る
は
ず

で
す
が
、
技
術
革
新
に
柔
軟

に
対
応
し
て
い
く
姿
勢
も
重

要
で
す
。
今
後
も
積
極
的
に

新
技
術
や
新
製
品
の
採
用
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

―
安
芸
市
が
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
上
で
、
課
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
何
で

し
ょ
う
か
。

松
本

や
は
り
イ
ン
フ
ラ

全
般
の
整
備
の
遅
れ
で
す
。

特
に
高
速
道
路
は
地
方
が
活

性
化
す
る
た
め
の
命
綱
で
あ

り
、
早
期
の
整
備
が
望
ま
れ

ま
す
。
道
路
が
必
要
な
地
域

に
は
積
極
的
な
促
進
を
強
く

要
望
し
て
い
ま
す
。

那
須

そ
の
通
り
で
す
。

高
知
県
内
で
は
最
低
限
の
道

路
整
備
す
ら
遅
れ
て
い
ま

す
。
最
低
限
の
整
備
が
遅
れ

て
い
る
と
、
最
低
限
の
サ
ー

ビ
ス
も
行
う
こ
と
も
で
き

ず
、
住
民
へ
の
説
明
責
任
な

ど
も
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

松
本

そ
の
意
味
で
、
上

下
水
道
の
整
備
も
ま
だ
ま
だ

で
す
。
市
民
生
活
を
支
え
る

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
、
上

下
水
道
は
必
要
不
可
欠
で

す
。
た
だ
、
い
ず
れ
も
地
下

に
埋
設
さ
れ
て
い
る
た
め
、

そ
の
重
要
性
を
意
識
す
る
こ

と
は
少
な
い
の
で
す
が
、
き

ち
ん
と
し
た
施
設
整
備
を
行

う
こ
と
が
肝
要
で
す
。

ま
た
、


時
間
安
全
・
安

心
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る

た
め
、
今
後
も
着
実
な
事
業

の
推
進
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
特
に
下
水
道

で
は
接
続
率
の
向
上
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の

水
洗
化
率
は
�
％
程
度
で
す

が
、
早
期
に
�
％
を
達
成
し

た
い
で
す
ね
。

小
松

「
�
世
紀
は
油
、

�
世
紀
は
水
の
世
紀
」
と
言

わ
れ
る
中
で
、
道
州
制
が
盛

ん
に
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
道
州
制
の
区
割

り
を
自
然
と
人
間
と
調
和
が

取
れ
る
よ
う
、
水
源
の
山
岳

地
帯
と
下
流
の
日
本
海
、
太

平
洋
の
両
側
の
都
市
部
が
入

る
よ
う
に
し
ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
、
近
年
急
速

に
富
と
人
材
が
集
ま
っ
た
ソ

ウ
ル
・
北
京
・
天
津
・
大
連

上
海
・
香
港
・
深
�
と
い
っ

た
対
岸
の
巨
大
都
市
と
相
互

補
完
が
で
き
、
新
た
な
発
展

へ
の
歩
み
が
始
ま
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
四
国
の
水
不
足
解

消
に
も
つ
な
が
る
中
国
四
国

州
に
な
れ
ば
、
太
平
洋
・
瀬

戸
内
海
・
日
本
海
か
ら
世
界

に
航
路
が
つ
な
が
り
、
非
常

に
特
色
の
あ
る
地
域
に
な
り

ま
す
。
海
洋
運
送
な
ど
に
便

利
な
日
本
が
世
界
的
に
注
目

さ
れ
る
日
も
近
い
と
思
わ
れ

ま
す
。

さ
ら
に
風
光
明
美
な
瀬
戸

内
海
に
架
か
り
平
和
の
象
徴

で
あ
る
世
界
最
長
の
瀬
戸
大

橋
、
世
界
最
初
の
被
爆
都
市

・
広
島
、
朝
鮮
半
島
と
歴
史

的
に
縁
の
深
い
山
陰
、
中
国

と
縁
の
深
い
四
国
の
弘
法
大

師
（
空
海
）
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
れ
ば
、
理
想
的
な
発
展

地
域
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

松
本

そ
う
で
す
ね
。
�

世
紀
は
「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン

ス
に
変
え
る
世
紀
」
だ
と
考

え
ま
す
。
高
知
県
内
は
水
・

太
陽
・
森
林
・
海
な
ど
豊
か

な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
資
源
を
活
用

し
、
関
連
産
業
の
発
展
な
ど

を
図
り
、
存
在
感
を
高
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

那
須

「
高
知
県
に
は
良

い
資
源
が
あ
る
」
と
よ
く
言

わ
れ
ま
す
。
肝
心
な
の
は
そ

こ
か
ら
先
の
展
開
で
す
。
高

知
県
全
体
で
の
成
長
戦
略
を

描
き
切
れ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。
例
え
ば
、
高
知
県

内
へ
企
業
を
誘
致
し
て
も
、

そ
れ
を
補
完
す
る
産
業
が
少

な
い
の
が
弱
点
で
す
よ
ね
。

小
松

安
芸
市
か
ら
「
水

と
情
報
と
観
光
の
道
」
と
し

て
、
発
信
す
る
の
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
安
芸
市
は
園

芸
農
業
も
盛
ん
で
す
ね
。
か

つ
て
糞
尿
は
肥
料
と
し
て
有

価
で
取
引
さ
れ
、
金
肥
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
当
社
で
は
Ｉ

Ｔ
と
有
益
微
生
物
群
（
ラ
ン

藻
・
光
合
成
菌
・
乳
酸
菌
・

放
線
菌
な
ど
）
を
用
い
て
、

農
業
集
落
排
水
施
設
な
ど
の

汚
水
か
ら
、
無
臭
の
有
益
機

能
水
（
処
理
水
）
を
創
出
す

る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
ま
し

た
。こ

の
シ
ス
テ
ム
で
は
処
理

汚
泥
が
発
生
せ
ず
、
脱
臭
・

換
気
装
置
や
塩
素
滅
菌
な
ど

も
不
要
で
、「
や
く
も
水
神
」

シ
ス
テ
ム
で
遠
隔
管
理
し
ま

す
。
実
証
実
験
で
有
益
機
能

水
の
消
臭
効
果
、
濃
縮
微
生

物
液
の
肥
料
性
能
な
ど
を
確

認
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
汚
水
処
理
場
は
循

環
創
造
産
業
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、
新
た
な
役
割
を
果
た
す

と
考
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施

設
の
実
用
的
な
建
設
が
進
め

ば
、
観
光
資
源
に
も
な
り
得

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

松
本

安
芸
市
は
施
設
園

芸
野
菜
の
生
産
が
全
国
一
で

す
の
で
、
濃
縮
微
生
物
液
は

非
常
に
興
味
深
い
で
す
ね
。

�
世
紀
の
環
境
問
題
は
地
球

温
暖
化
で
は
な
く
、
地
球
高

温
化
の
危
機
と
言
え
ま
す
。

今
後
は
適
地
適
作
が
求
め
ら

れ
る
時
代
が
来
る
気
が
し
ま

す
。な

お
、
来
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
「
龍
馬
伝
」
は
、

本
市
出
身
の
経
済
人
で
あ
る

岩
崎
弥
太
郎
（
三
菱
財
閥
創

始
者
）
の
視
点
か
ら
、
坂
本

龍
馬
の
生
涯
を
描
く
も
の
で

す
。
こ
れ
ら
も
活
用
し
な
が

ら
、
本
市
の
魅
力
を
さ
ら
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
本
市
を
探
訪
し
て
下
さ

い
。那

須

私
は
現
在
、「
四

国
水
問
題
研
究
会
」（
会
長

＝

近
藤
耕
三
・
四
国
経
済
連

合
会
名
誉
会
長
）
の
委
員
を

務
め
て
い
ま
す
。
研
究
会
は

平
成
�
～
	
年
に
か
け
て
頻

発
し
た
洪
水
・
渇
水
被
害
を

契
機
に
、
平
成
�
年
６
月
に

発
足
し
ま
し
た
。

四
国
４
県
が
共
有
す
る
吉

野
川
水
系
と
、
そ
の
関
連
地

域
の
水
問
題
（
治
水
・
利
水

・
環
境
な
ど
）
に
つ
い
て
、

産
官
学
が
総
合
的
に
把
握

し
、
水
資
源
の
有
効
利
用
と

合
理
的
な
恒
久
的
対
策
や
実

施
方
策
な
ど
に
つ
い
て
、
提

言
（
最
終
報
告
）
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

今
年
５
月
に
は
、
こ
れ
ま

で
の
研
究
と
議
論
の
成
果
を

「
中
間
と
り
ま
と
め
【
豊
か

で
安
全
・
安
心
な
四
国
を
引

継
ぐ
た
め
に
～
水
を
通
し
て

一
つ
に
な
る
四
国
人
の
行
動

指
針
～
】」
と
し
て
、
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、６
月
�
日
に
は「
四

国
水
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
高

松
市
内
で
開
催
さ
れ
、「
中

間
と
り
ま
と
め
」
の
概
要
説

明
、
研
究
会
委
員
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

小
松

四
国
地
方
全
体

で
、
水
は
足
り
て
い
る
の
で

す
か
？

那
須

四
国
地
方
全
体
で

見
て
も
、
や
は
り
水
資
源
は

不
足
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
ら
も
踏
ま
え
て
、

「
中
間
と
り
ま
と
め
」
に
基

づ
き
、
各
主
体
が
調
整
・
連

携
し
て
取
り
組
み
の
再
検
証

を
行
い
、
行
動
指
針
を
明
ら

か
に
し
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

松
本

水
は
大
切
な
資
源

で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
活

用
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。―

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
お
け

る
現
状
認
識
の
必
要
性
な
ど

が
再
確
認
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
業
務
改
善
や
施
設
管
理

の
効
率
化
な
ど
を
積
極
的
に

進
め
て
い
る
安
芸
市
の
さ
ら

な
る
発
展
に
期
待
し
て
い
ま

す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

鼎 談

特 集

財
政
危
機
を
一
丸
で
回
避
…
松
本

原
価
管
理
で
業
務
改
善
へ
…
那
須

�
水
�中
心
に
道
州
制
検
討
も
…
小
松

自
然
活
用
し
産
業
発
展
を
…
松
本

県
全
体
の
成
長
戦
略
必
要
…
那
須

処
理
施
設
が
観
光
資
源
に
…
小
松

出

席

者

安

芸

市

長

松
本

憲
治
氏

高

知

工

科

大

学

教

授

那
須

清
吾
氏

小

松

電

機

産

業

株
式
会
社
代
表
取
締
役

小
松

昭
夫
氏

司
会＝
大
阪
新
聞
部
・
石
上
和
弘

松本氏

那須氏

安芸市役所内で話を弾ませる各氏濃縮微生物液を牛糞堆肥に散布して消臭・発酵促進

現場作業は約半日で完了

携帯電話でのマンホールポンプ制御も可能

小松氏
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